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２年次

ま

と

め

ま

と

め

・法の形式 ・理容師・美容師関する規定

・衛生行政の分類 ・理容師・美容師関する規定

・法制度 ・施設に関する規定

・美容師法の用語の定義 ・施設に関する規定

・試験、免許登録 ・違反者等の関する行政処分、罰則

衛

生

行

政

の

概

要

・理容師・美容師関する規定

・衛生行政の意義と歴史 ・理容師・美容師関する規定

・復習

・衛生行政を担う行政機関 ・まとめの問題

・目的 ・施設に関する規定

・美容師の関する規定 ・施設に関する規定

・美容師免許のしくみ、手続き 関連法規

関連法規

・試験範囲の復習 ・国家試験の過去問題演習

・理容師、美容師の義務

テキスト

・関係法規・制度（日本理容美容教育センター）

・美容師法関係法令集（日本理容美容教育センター）

参考書・その他

・富山県美容師法施行条例(コピー配布)

・富山県美容師法施行規則(コピー配布)

・富山市美容師法施行条例(コピー配布)

・富山市美容師法施行細則(コピー配布)

成績評価方法・基準

授業計画

授業外の学修の内容

準備学修（教科書、配布資料にて予習）５時間

事後学修（授業内容の復習、レポート作成、ワークを使い復習する）１０時間

法

制

度

の

概

要

理

容

師

法

・

美

容

師

法

理

容

師

法

・

美

容

師

法

・試験範囲の復習 ・国家試験の過去問題演習

・試験範囲の復習 ・国家試験の過去問題演習

小泉　泰久

保健所衛生課勤務 ２年次前期・後期
1

２年次３０時間
必修

授業の目的・概要

美容師資格を目指す者にたいして、美容業が美容師法によって確立され、多くの義務を伴うものであることを自覚させる授業、併せて関連法規

を学ぶ。

授業における学修の到達目標

科目名 関係法規・制度 講義

担当教員 開講年次・期 単位数 授業時間数 必修/選択



1 16 31 46

2 17 32 47

3 18 33 48

4 19 34 49

5 20 35 50

6 21 36 51

7 22 37 52

8 23 38 53

9 24 39 54

10 25 40 55

11 26 41 56

12 27 42 57

13 28 43 58

14 29 44 59

15 30 45 60

担当教員 開講年次・期 単位数 授業時間数 必修/選択

1年次

科目名 衛生管理 講義

木村　由佳

美容師

１年次前期・後期

２年次前期・後期
3

1年次60時間

2年次30時間
必修

授業の目的・概要

公衆衛生の意義と本質を明らかにし、美容師が公衆衛生の維持と増進について重大な責務を担わなければならない理由を十分に理解させ、美

容業務での関連を具体化させる。また、美容所は不特定多数の人たちが利用する施設のため感染症を伝播する危険性がある。刃物を使用し、

薬品を取り扱い、人体に直に接して作業する業務のため感染症や消毒法との関連も理解させる。

授業における学修の到達目標

公衆衛生の向上に努めること、環境が自然や人々の健康に及ぼす影響を知り、社会の一員として適切に行動できるようにする。

感染症についての的確な知識、技術を会得させ、防止させる手段の消毒法と業務との関連を論理的に理解させる。

成績評価方法・基準

定期試験の点数を１００点満点とし他、出席状況、授業態度、提出物、小テストも含め平均点で評価する。50点以上を単位認定とする。

授業計画

第1章　公衆衛生の概要 第2章　保健 テストの解答と解説 第2章　感染症の各論

第1章　公衆衛生の概要 第1章　環境衛生 第1章　感染症の総論 第2章　感染症の各論

第1章　公衆衛生の概要 第1章　環境衛生 第1章　感染症の総論 第2章　感染症の各論

第1章　公衆衛生の概要 第1章　環境衛生 第1章　感染症の総論 第2章　感染症の各論

第1章　公衆衛生の概要 第1章　環境衛生 第1章　感染症の総論 第2章　感染症の各論

第1章　公衆衛生の概要 第1章　環境衛生 第1章　感染症の総論 第2章　感染症の各論

第2章　保健 第1章　環境衛生 第1章　感染症の総論 第2章　感染症の各論

第2章　保健 第1章　環境衛生 第1章　感染症の総論 第2章　感染症の各論

第2章　保健 第1章　環境衛生 第1章　感染症の総論 第2章　感染症の各論

第1章　感染症の総論 第2章　感染症の各論

第2章　保健 練習問題 第1章　感染症の総論 第2章　感染症の各論

第2章　保健 練習問題 第1章　感染症の総論 練習問題

第2章　保健 練習問題 第1章　感染症の総論 練習問題
ま

と

め

定期テスト 第2章　感染症の各論 テストの解答と解説

第

3

編

　

感

染

症

ま

と

め

第2章　保健 第1章　環境衛生

参考書・その他

ワークブック　過去問題集

第

1

編

　

公

衆

衛

生

第

3

編

　

感

染

症

第

2

編

　

環

境

衛

生

授業外の学修の内容

準備学修（教科書、配布資料にて予習）１5時間

事後学修（授業内容の復習、レポート作成、ワークを使い復習する）3０時間

テキスト

衛生管理（公益社団法人　日本理容美容教育センター）　

第2章　保健 練習問題 小テスト 定期テスト

第2章　保健



1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

担当教員 開講年次・期 単位数 授業時間数 必修/選択

2年次

科目名 衛生管理 講義

木村　由佳

美容師

１年次前期・後期

２年次前期・後期
3

1年次60時間

2年次30時間
必修

授業の目的・概要

公衆衛生の意義と本質を明らかにし、美容師が公衆衛生の維持と増進について重大な責務を担わなければならない理由を十分に理解させ、美

容業務での関連を具体化させる。また、美容所は不特定多数の人たちが利用する施設のため感染症を伝播する危険性がある。刃物を使用し、

薬品を取り扱い、人体に直に接して作業する業務のため感染症や消毒法との関連も理解させる。

授業における学修の到達目標

公衆衛生の向上に努めること、環境が自然や人々の健康に及ぼす影響を知り、社会の一員として適切に行動できるようにする。

感染症についての的確な知識、技術を会得させ、防止させる手段の消毒法と業務との関連を論理的に理解させる。

成績評価方法・基準

定期試験の点数を１００点満点とし他、出席状況、授業態度、提出物、小テストも含め平均点で評価する。50点以上を単位認定とする。

授業計画

第

４

編

　

衛

生

管

理

技

術

第1章　消毒法総論 第3章　消毒法実習

第1章　消毒法総論 第3章　消毒法実習

第2章　消毒法各論 第3章　消毒法実習

第1章　消毒法総論 第3章　消毒法実習

第1章　消毒法総論 第3章　消毒法実習

第2章　消毒法各論 第3章　消毒法実習

第2章　消毒法各論 第3章　消毒法実習

第2章　消毒法各論

第

5

編

衛

生

管

理

の

実

践

例

第1章　理容所及び美容所における

衛生管理要領

第2章　消毒法各論
第1章　理容所及び美容所における

衛生管理要領

第2章　消毒法各論
第1章　理容所及び美容所における

衛生管理要領

第2章　消毒法各論
第1章　理容所及び美容所における

衛生管理要領

第3章　消毒法実習
第1章　理容所及び美容所における

衛生管理要領

第3章　消毒法実習
第2章　理・美容所の自主管理点検

表

第3章　消毒法実習
ま

と

め

練習問題

第3章　消毒法実習 テストの解答と解説

参考書・その他

ワークブック　過去問題集

授業外の学修の内容

準備学修（教科書、配布資料にて予習）１5時間

事後学修（授業内容の復習、レポート作成、ワークを使い復習する）3０時間

テキスト

衛生管理（公益社団法人　日本理容美容教育センター）　



1 16 31 46

2 17 32 47

3 18 33 48

4 19 34 49

5 20 35 50

6 21 36 51

7 22 37 52

8 23 38 53

9 24 39 54

10 25 40 55

11 26 41 56

12 27 42 57

13 28 43 58

14 29 44 59

15 30 45 60

1年次

科目名 保健 講義

担当教員 開講年次・期 単位数 授業時間数 必修/選択

福澤　えみ子

美容師

１年次前期・後期

２年次前期・後期
3

１年次６０時間

２年次３０時間
必修

授業の目的・概要

美容師は、頭や顔そして全身の、人間の美と健康に携わる保健衛生の分野の職業なので、一般の人以上に解剖学や生理学に関する知識を習得

することによって、美容業務を安全かつ効果的に行うことを目的とする。

授業における学修の到達目標

ワークブック・美容（　（社）日本理容美容教育センター）

成績評価方法・基準

授業計画

授業外の学修の内容

準備学修（教科書、配布資料にて予習）１５時間

事後学修（授業内容の復習、レポート作成、ワークを使い復習する）３０時間

第

1

編

 

人

体

の

構

造

及

び

機

能

第

1

編

 

人

体

の

構

造

及

び

機

能

第

1

編

 

人

体

の

構

造

及

び

機

能

・第1章 頭部、顔部、頸部の体表解剖学

テキスト

理容・美容　保健（　（社）日本理容美容教育センター）

参考書・その他

・第4章 神経系 ・第8章 消化器系 ・第2章 皮膚付属器官の構造

・第1章 頭部、顔部、頸部の体表解剖学 ・第4章 神経系 ・第8章 消化器系 ・第2章 皮膚付属器官の構造

・第1章 頭部、顔部、頸部の体表解剖学 ・第4章 神経系 ・第8章 消化器系 ・第2章 皮膚付属器官の構造

・第1章 頭部、顔部、頸部の体表解剖学 ・第5章 感覚器系 ・第8章 消化器系 ・第3章 皮膚の循環器系と神経系

・第2章 骨格器系 ・第5章 感覚器系 まとめ ・第3章 皮膚の循環器系と神経系

・第2章 骨格器系 ・第5章 感覚器系 まとめ ・第3章 皮膚の循環器系と神経系

・第2章 骨格器系 ・第5章 感覚器系 まとめ ・第3章 皮膚の循環器系と神経系

・第2章 骨格器系 ・第6章 血液・循環器系 まとめ ・第4章 皮膚の皮膚付属器官の生理機能

・第3章 筋系 ・第6章 血液・循環器系 まとめ ・第4章 皮膚の皮膚付属器官の生理機能

・第3章 筋系 ・第6章 血液・循環器系 まとめ ・第4章 皮膚の皮膚付属器官の生理機能

・第1章 皮膚の構造 ・第4章 皮膚の皮膚付属器官の生理機能

・第3章 筋系 ・第7章 呼吸器系 ・第1章 皮膚の構造 ・第4章 皮膚の皮膚付属器官の生理機能

・第4章 神経系 ・第7章 呼吸器系 ・第2章 皮膚付属器官の構造 ・第4章 皮膚の皮膚付属器官の生理機能

第

2

編

 

皮

膚

科

学

第

2

編

 

皮

膚

科

学

・第4章 神経系 ・第7章 呼吸器系 ・第1章 皮膚の構造 ・第4章 皮膚の皮膚付属器官の生理機能

・第4章 神経系 ・第7章 呼吸器系 ・第1章 皮膚の構造 ・第4章 皮膚の皮膚付属器官の生理機能

・第3章 筋系 ・第6章 血液・循環器系



1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

参考書・その他

ワークブック・美容（　（社）日本理容美容教育センター）

第

2

編

 

皮

膚

科

学

２年次

授業外の学修の内容

準備学修（教科書、配布資料にて予習）１５時間

事後学修（授業内容の復習、レポート作成、ワークを使い復習する）３０時間

テキスト

理容・美容　保健（　（社）日本理容美容教育センター）

・第6章 皮膚と皮膚付属器官の疾患 試験対策

・第6章 皮膚と皮膚付属器官の疾患 試験対策

・第6章 皮膚と皮膚付属器官の疾患 試験対策

・第6章 皮膚と皮膚付属器官の疾患 まとめ

・第6章 皮膚と皮膚付属器官の疾患 試験対策

・第6章 皮膚と皮膚付属器官の疾患 試験対策

・第6章 皮膚と皮膚付属器官の疾患 試験対策

・第6章 皮膚と皮膚付属器官の疾患 まとめ

・第6章 皮膚と皮膚付属器官の疾患 まとめ

・第5章 皮膚と皮膚付属器官の保健 まとめ

・第5章 皮膚と皮膚付属器官の保健 まとめ

・第5章 皮膚と皮膚付属器官の保健 ・第6章 皮膚と皮膚付属器官の疾患

成績評価方法・基準

授業計画

第

2

編

 

皮

膚

科

学

・第5章 皮膚と皮膚付属器官の保健 ・第6章 皮膚と皮膚付属器官の疾患

・第5章 皮膚と皮膚付属器官の保健 ・第6章 皮膚と皮膚付属器官の疾患

・第5章 皮膚と皮膚付属器官の保健 まとめ

福澤　えみ子

美容師

１年次前期・後期

２年次前期・後期
3

１年次６０時間

２年次３０時間
必修

授業の目的・概要

美容師は、頭や顔そして全身の、人間の美と健康に携わる保健衛生の分野の職業なので、一般の人以上に解剖学や生理学に関する知識を習得

することによって、美容業務を安全かつ効果的に行うことを目的とする。

授業における学修の到達目標

科目名 保健 講義

担当教員 開講年次・期 単位数 授業時間数 必修/選択



1 16 31 46

2 17 32 47

3 18 33 48

4 19 34 49

5 20 35 50

6 21 36 51

7 22 37 52

8 23 38 53

9 24 39 54

10 25 40 55

11 26 41 56

12 27 42 57

13 28 43 58

14 29 44 59

15 30 45 60

担当教員 開講年次・期 単位数 授業時間数 必修/選択

１年次・２年次

科目名 香粧品化学 講義

山本　葉子

薬剤師

１年次前期・後期

２年次前期・後期
2

１年次３０時間

２年次３０時間
必修

授業の目的・概要

美容の施術の際に使用する香粧品を正しく取り扱うために必要な知識を学ぶ

授業における学修の到達目標

成績評価方法・基準

授業計画

・香粧品とは ・香粧品の成り立ち ・香粧品の効果と使用プロセス ・ヘアクレンジング用香粧品

・香粧品とは ・水と親水性溶媒 ・クレンジング用香粧品 ・ヘアクレンジング用香粧品

・香粧品と造形 ・油性原料 ・コンディショニング用香粧品 ・ヘアコンディショニング用香粧品

・香粧品と造形 ・界面活性剤 ・トリートメント用香粧品 ・ヘアコンディショニング用香粧品

・香粧品の効果と使用プロセス ・その他 ・ヘアスタイリング料

・香粧品の効果と使用プロセス まとめ ・ヘアスタイリング料

・香粧品の使用による症状 ・香料 まとめ ・パーマ剤

・色材

・香粧品の使用による症状 ・製品を安定させる配合原料 まとめ ・パーマ剤

・香粧品の定義と法規制 ・その他の機能性配合原料 まとめ ・ヘアカラー製品

・香粧品の定義と法規制 ・雑貨原料 ・メイクアップ製品の種類と剤形 ・ヘアカラー製品

・香粧品の安全性と安定性 まとめ ・ベースメイクアップ香粧品 ・スキャルプケア製品

・香粧品の安全性と安定性 まとめ ・ポイントメイクアップ香粧品 ・スキャルプケア製品

まとめ まとめ ・アイメイクアップ製品 演習問題B

・まつ毛ケア製品 演習問題B

まとめ まとめ ・ネイルメイクケア製品 演習問題B

参考書・その他

ワークブック・美容（　（社）日本理容美容教育センター）

香

粧

品

総

論

香

粧

品

の

成

り

立

ち

・高分子化合物

ス

キ

ン

ケ

ア

製

品

　

メ

イ

ク

ア

ッ

プ

製

品

ヘ

ア

ケ

ア

、

ヘ

ア

メ

イ

ア

ッ

プ

及

び

ス

キ

ャ

ル

プ

ケ

ア

製

品

授業外の学修の内容

準備学修（教科書、配布資料にて予習）１０時間

事後学修（授業内容の復習、レポート作成、ワークを使い復習する）２０時間

テキスト

香粧品化学テキスト（社団法人　日本理容美容教育センター）

まとめ まとめ



1 16 31 46

2 17 32 47

3 18 33 48

4 19 34 49

5 20 35 50

6 21 36 51

7 22 37 52

8 23 38 53

9 24 39 54

10 25 40 55

11 26 41 56

12 27 42 57

13 28 43 58

14 29 44 59

15 30 45 60

担当教員 開講年次・期 単位数 授業時間数 必修/選択

１年次・２年次

科目名 文化論 講義

堂谷　陽子

美容師

１年次前期・後期

２年次前期・後期
2

１年次３０時間

２年次３０時間
必修

授業の目的・概要

流行と社会背景や時代の要請の結びつきを学ぶ。

授業における学修の到達目標

美容の職の成り立ち、文化との関わりを理解し、時代とともに美容のあり方の変化、法の変革、美の流行を時代ごとに理解すること

成績評価方法・基準

定期試験の点数を中心に、中間の小テスト、授業態度も含め評価する。

授業計画

総論 現代（1910年代～1920年代） 近世（江戸） 和装の礼装

古代エジプト 現代（1930年代～1940年代前半） 近世（江戸） 和装の礼装

古代ギリシャ・ローマ 現代（1940年代後半～1950年代） 近代（明治） 和装の礼装

古代ゲルマン 現代（1960年代） 近代（明治） 洋装の礼装

中世ヨーロッパ 現代（1970年代） 近代（大正） 洋装の礼装

中世ヨーロッパ 現代（1980年代） 近代（大正） 洋装の礼装

近世（16世紀） 現代（1990年代～2010年代） 近代（昭和20年まで） 国家試験対策

近世（16世紀） 理容業・美容業の登場 現代（1945年～1950年代） 国家試験対策

近世（17世紀） 江戸時代の理容業・美容業 現代（1945年～1950年代） 国家試験対策

近世（17世紀） 近代の理容業・美容業 現代（1960年代～1970年代） 国家試験対策

近世（18世紀） 現代の理容業・美容業 現代（1960年代～1970年代） 国家試験対策

近世（18世紀） 縄文・弥生・古墳時代 現代（1980年代～1990年代） 国家試験対策

近代（18世紀末～19世紀初め） 古代（飛鳥・奈良・平安） 現代（1980年代～1990年代） 国家試験対策

現代（2000年代～2010年代） 国家試験対策

まとめ 近世（戦国末期・安土桃山時代） まとめ 国家試験対策

参考書・その他

ワークブック・美容（　（社）日本理容美容教育センター）

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

文

化

史

　

西

洋

編

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

文

化

史

　

西

洋

編

日

本

の

理

容

業

・

美

容

業

の

歴

史

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

文

化

史

　

日

本

編

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

文

化

史

　

日

本

編

礼

装

の

種

類

授業外の学修の内容

準備学修（教科書、配布資料にて予習）１０時間

事後学修（授業内容の復習、レポート作成、ワークを使い復習する）２０時間

テキスト

文化論テキスト（社団法人　日本理容美容教育センター）

近代（19世紀） 中世（平安末期・鎌倉・室町・戦国）



1 16 31 46

2 17 32 47

3 18 33 48

4 19 34 49

5 20 35 50

6 21 36 51

7 22 37 52

8 23 38 53

9 24 39 54

10 25 40 55

11 26 41 56

12 27 42 57

13 28 43 58

14 29 44 59

15 30 45 60

１年次①

科目名 美容技術理論 講義

担当教員 開講年次・期 単位数 授業時間数 必修/選択

授業の目的・概要

美容技術の理論的根拠を学び、習得することで技術の習得を容易にする。

また理論だけでなく、美容師としての心構え等も取得させる。

授業における学修の到達目標

美容技術の理論的根拠、知識を知り、技術に活かすとともに美容のプロとしての心構えを高める

木村由佳　美容師

堂谷陽子　美容師

土肥久美　美容師

１年次前期・後期

２年次前期・後期
5

１年次９０時間

２年次６０時間
必修

美容刃物 パーマ剤の分類

成績評価方法・基準

定期試験の点数を中心に、出席状況、中間的に行う小テスト、授業態度も含め評価する。

授業計画

序

章

・美容技術理論を学ぶにあたって

シ

ャ

ン

プ

―

イ

ン

グ

バックシャンプー

ヘ

ア

カ

ッ

テ

ィ

ン

グ

へカッティングとは

スキャルプトリートメント ヘアカッティングの基礎理論 パーマネントウエーブ技術

シザーズ・レザー ヘッドスパ ヘアカッティングの基礎理論 パーマネントウエーブ技術

・美容技術理論を学ぶにあたって
リンス・コンディショナー・トリートメン

ト
ヘアカッティングの正しい姿勢 パーマ剤の分類

美容技術における用具

まとめ ベーシックなカット技法 縮毛矯正

ローラー・ヘアアイロン

ヘ

ア

デ

ザ

イ

ン

美容デザイン ベーシックなカット技法 まとめ

ヘアドライヤー・ヘアスチーマー 美容デザイン シザーズによるカット技法

美

容

用

具

ヘ

ア

セ

ッ

テ

ィ

ン

グ

ヘアセッティングとは

遠赤外線機 美容デザイン シザーズによるカット技法 ヘアセッティングとは

まとめ 美容デザイン レザーによるカット技法 ヘアパーティング、ヘアシェーピング

スキャルプトリートメント ブロッキング パーマ剤に関する注意事項

コーム・ブラシ

パ

ー

マ

ネ

ン

ト

ウ

ェ

ー

ビ

ン

グ

パーマネントウエーブの歴史と現在

・美容技術理論を学ぶにあたって バックシャンプー シザーズとレザーの扱い方 パーマネントウエーブの理論

・美容技術理論を学ぶにあたって
リンス・コンディショナー・トリートメン

ト

ピン類・ヘアクリップ・ロッド

ワークブック（社団法人　日本理容美容教育センター）

準備学修（教科書、配布資料にて予習）２５時間

事後学修（授業内容の復習、レポート作成、ワークを使い復習する）５０時間

テキスト

美容技術理論1、2（社団法人　日本理容美容教育センター）

参考書・その他

ヘアカーリング

サイドシャンプー 美容デザイン まとめ ヘアカーリング

授業外の学修の内容

シ

ャ

ン

プ

―

イ

ン

グ

シャンプーイング総論 美容デザイン まとめ ヘアカーリング

サイドシャンプー 美容デザイン まとめ



1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

担当教員 開講年次・期 単位数 授業時間数 必修/選択

１年次②

科目名 美容技術理論 講義

木村由佳　美容師

堂谷陽子　美容師

土肥久美　美容師

１年次前期・後期

２年次前期・後期
5

１年次９０時間

２年次６０時間
必修

授業の目的・概要

（

授業における学修の到達目標

美容技術の理論的根拠、知識を知り、技術に活かすとともに美容のプロとしての心構えを高める

成績評価方法・基準

定期試験の点数を中心に、出席状況、中間的に行う小テスト、授業態度も含め評価する。

授業計画

ヘアウエービング 染毛のメカニズム

ヘ

ア

セ

ッ

テ

ィ

ン

グ

ヘアウエービング 色の基本

ヘアウエービング 毛髪のレベルとアンダートーン

ヘアウエービング パッチテスト

ローラーカーリング 染毛剤使用時の注意事項

バックコーミング 酸性染毛料の技術手順

アップスタイル まとめ

ヘ

ア

カ

ラ

ー

リ

ン

グ

ブロードライ ヘアカラーリングの道具

アイロンセッティング 酸化染毛剤の技術手順

ウィッグとヘアピース まとめ

ヘアセッティングの応用 まとめ

まとめ まとめ

ヘアカラーリング概論 まとめ

参考書・その他

ワークブック（社団法人　日本理容美容教育センター）

ヘ

ア

カ

ラ

ー

リ

ン

グ

授業外の学修の内容

準備学修（教科書、配布資料にて予習）２５時間

事後学修（授業内容の復習、レポート作成、ワークを使い復習する）５０時間

テキスト

美容技術理論1、2（社団法人　日本理容美容教育センター）

ヘアカラーの種類 まとめ

ヘアカラーのタイプ別特徴 まとめ



1 16 31 46

2 17 32 47

3 18 33 48

4 19 34 49

5 20 35 50

6 21 36 51

7 22 37 52

8 23 38 53

9 24 39 54

10 25 40 55

11 26 41 56

12 27 42 57

13 28 43 58

14 29 44 59

15 30 45 60

ワークブック（社団法人　日本理容美容教育センター）

エ

ス

テ

テ

ィ

ッ

ク

ネ

イ

ル

技

術

ネ

イ

ル

技

術

メ

イ

ク

ア

ッ

プ

日

本

髪

着

付

け

の

理

論

と

技

術

着

付

け

の

理

論

と

技

術

準備学修（教科書、配布資料にて予習）２５時間

事後学修（授業内容の復習、レポート作成、ワークを使い復習する）５０時間

テキスト

美容技術理論1、2（社団法人　日本理容美容教育センター）

参考書・その他

まとめ

アーティフィシャルネイル まとめ 振袖着付け まとめ

授業外の学修の内容

小物 まとめ

爪のカット形状・ネイル技術と公衆衛生 まとめ 名称・たたみ方 まとめ

カウンセリング・ネイルケア まとめ
着付けの一般的要領

留袖着付け

肌質別修整メイクアップ一覧表 着物のいろいろ まとめ

ネイル技術種類 まつ毛エクステンション 帯 まとめ

爪の構造と機能 まとめ

ボディケア技術・マッサージ メイクアップ 着付けの目的・礼装 まとめ

まとめ ブライダルメイクアップ 着物と季節 まとめ

ネイル技術概論

フェイシャルパック メイクアップ 着付けの目的・礼装 まとめ

美容におけるマッサージ理論 フェイスプロポーション 日本髪の結髪技術 和装花嫁・洋装花嫁

フェイシャルケア技術 色彩について・パーソナルカラー 日本髪の手入れ・かつら まとめ

フェイシャル及びデコルテマッサージ

皮膚の生理と構造 まとめ 日本髪と調和・日本髪の装飾品
羽織ひもの結び方

女子袴着付け技術

カウンセリング メイクアップ概論・皮膚の生理と構造 日本髪結髪道具 婚礼着付けの際の注意事項

用具と種類と消毒法 まとめ まとめ

成績評価方法・基準

定期試験の点数を中心に、出席状況、中間的に行う小テスト、授業態度も含め評価する。

授業計画

エステティック概論 手と足のマッサージ
日本髪の由来・日本髪の各部名称

日本髪の種類と特徴

授業の目的・概要

美容技術の理論的根拠を学び、習得することで技術の習得を容易にする。

また理論だけでなく、美容師としての心構え等も取得させる。

授業における学修の到達目標

美容技術の理論的根拠、知識を知り、技術に活かすとともに美容のプロとしての心構えを高める

帯締め・帯揚げの結び方

男子羽織はかま技術

木村由佳　美容師

堂谷陽子　美容師

土肥久美　美容師

１年次前期・後期

２年次前期・後期
5

１年次９０時間

２年次６０時間
必修

２年次

科目名 美容技術理論 講義

担当教員 開講年次・期 単位数 授業時間数 必修/選択



1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

参考書・その他

ワークブック（社団法人　日本理容美容教育センター）

第

1

編

 

経

営

者

の

視

点

第

2

編

 

人

と

い

う

資

源

従

業

員

と

し

て

の

視

点

第

3

編

 

顧

客

の

た

め

に

授業外の学修の内容

準備学修（教科書、配布資料にて予習）５時間

事後学修（授業内容の復習、レポート作成、ワークを使い復習する）１０時間

テキスト

美容運営管理（社団法人　日本理容美容教育センター）

第３章 健康・安全な職場環境の実現 まとめ

第３章 健康・安全な職場環境の実現 まとめ

第2章 従業員としての視点から まとめ

第３章 健康・安全な職場環境の実現 まとめ

第1章 人という資源 第3章 サービスにおける人の役割

第2章従業員としての視点から 第3章 サービスにおける人の役割

第1章 人という資源 第3章 サービスにおける人の役割

第1章 人という資源 第3章 サービスにおける人の役割

第3章 資金の管理 第2章 マーケティング

第3章 資金の管理 第3章 サービスにおける人の役割

第2章 理容業・美容業の経営について 第2章 マーケティング

第2章 理容業・美容業の経営について 第2章 マーケティング

第1章 経営とは・経営者とは 第1章 サービス・デザイン

第1章 経営とは・経営者とは 第1章 サービス・デザイン

成績評価方法・基準

授業計画

第1章 経営とは・経営者とは 第1章 サービス・デザイン

福澤えみ子

美容師 ２年次前期・後期
1

２年次３０時間
必修

授業の目的・概要

･経営管理の基本的事項を学習することによって、美容業における科学的な経営管理手法の重要性を認識させ、美容所の経営に役立たせる。

・美容業において、適切な接客態度がいかに重要であるかを自覚させるとともに、消費者対応の基本を学ばせ、実践する能力を身につけさせ

る。

・社会人としての、マナー及び仕事の取り組み方を具体的に学ぶことによって、学生か企業人になったときに対応できるビジネス能力の基本

授業における学修の到達目標

２年次

科目名 運営管理 講義

担当教員 開講年次・期 単位数 授業時間数 必修/選択



1 16 31 46

2 17 32 47

3 18 33 48

4 19 34 49

5 20 35 50

6 21 36 51

7 22 37 52

8 23 38 53

9 24 39 54

10 25 40 55

11 26 41 56

12 27 42 57

13 28 43 58

14 29 44 59

15 30 45 60

参考書・その他

会計時のポイント

授業外の学修の内容

準備学修（教科書、配布資料にて予習）１０時間

事後学修（授業内容の復習、レポート作成、ワークを使い復習する）２０時間

テキスト

ケースで学ぶ理美容業の接遇マナー

サービス接遇検定問題集1、2級

サービス接遇検定問題集3級

自分の長所を考える 一般常識 レポート作成

まとめ まとめ サービス接遇検定対策 まとめ

会話のポイント 電話応対 一般常識 お客様に合わせた提案

会計時のポイント

実力テスト 一般常識 お客様に合わせた提案

正しい敬語使い 電話応対 サービススタッフの資質・専門知識 実力テスト

正しい敬語使い 電話応対 サービススタッフの資質・専門知識 指名されるプロとなるための条件

茶菓接待 電話応対 サービススタッフの資質・専門知識 店舗運営

茶菓接待 電話応対 サービススタッフの資質・専門知識 店舗運営

誘導のしかた アクシデント対応 就職活動指導 店舗運営

施術と接待 電話応対 就職活動指導 店舗運営

受付のしかた アクシデント対応 就職活動指導 サービス接遇検定対策

受付のしかた アクシデント対応 就職活動指導 検定解答

感じの良い挨拶 サービス接遇検定 就職活動指導 サービス接遇検定対策

感じの良い挨拶 アクシデント対応 就職活動指導 サービス接遇検定対策

成績評価方法・基準

授業計画

接遇の基本 サービス接遇検定 就職活動指導 サービス接遇検定対策

境井智子

企業マナー講師

１年次前期・後期

２年次前期・後期
2

１年次３０時間

２年次３０時間
選択

授業の目的・概要

現代、美容所で求められるのは優秀な技術だけでなく、お客様を満足させることである。

そのための重要な要素として接遇マナーを学び、お客様と接するにあたってこれだけは備えておきたいマナーを理解し、習得する。

授業における学修の到達目標

１年次・２年次

科目名 美容応対マナー 演習

担当教員 開講年次・期 単位数 授業時間数 必修/選択



1 16 31 46

2 17 32 47

3 18 33 48

4 19 34 49

5 20 35 50

6 21 36 51

7 22 37 52

8 23 38 53

9 24 39 54

10 25 40 55

11 26 41 56

12 27 42 57

13 28 43 58

14 29 44 59

15 30 45 60

参考書・その他

オリジナルテキストを配布

遊びメイク

授業外の学修の内容

準備学修（教科書、配布資料にて予習）１０時間

事後学修（授業内容の復習、レポート作成、課題の復習）２０時間

テキスト

プロフェッショナルメイクアップアーティスト公式テキスト

アイメイク テスト（50分） 着物メイク

アイメイク テスト（50分） 着物メイク 遊びメイク

遊びメイク

アイメイク 前期の総復習
フレッシュ・キュート・エレガント・

クール
テスト

アイメイク 前期の総復習
フレッシュ・キュート・エレガント・

クール
テスト

アイメイク 前期の総復習
フレッシュ・キュート・エレガント・

クール
テスト

アイメイク テスト（50分） 着物メイク

スキンケア・ベースメイク（実践） 立体感づくり リキッドファンデーション（ブラシ使用） テスト練習

スキンケア・ベースメイク（実践） 立体感づくり リキッドファンデーション（ブラシ使用） テスト練習

スキンケア～ベースメイクレクチャー
フィニッシュメイクレクチャー（相モデル

練習）
メイク接客 テスト練習

スキンケア・ベースメイク（実践） 立体感づくり リキッドファンデーション（ブラシ使用） テスト練習

スキンケア～ベースメイクレクチャー
フィニッシュメイクレクチャー（相モデル

練習）
メイク接客 テスト練習

スキンケア～ベースメイクレクチャー
フィニッシュメイクレクチャー（相モデル

練習）
メイク接客 テスト練習

自己紹介、メイクアイテム紹介、使い方の

説明
アイブロウ 老いメイク パーティーメイク

自己紹介、メイクアイテム紹介、使い方の

説明
アイブロウ 老いメイク パーティーメイク

成績評価方法・基準

出欠、授業態度、課題提出、課題評価、実技テストで評価する。

授業計画
自己紹介、メイクアイテム紹介、使い方の

説明
アイブロウ 老いメイク パーティーメイク

須藤志津子　ビューティーアドバイザー

土肥久美　美容師

１年次前期・後期
2

１年次６０時間
選択

授業の目的・概要

美容師資格を目指す者に対し、ベーシックメイクアップから応用テクニック、カウンセリングなど、どんなニーズにも対応できるメイクアッ

プを学ばせ、美容師としての技術を身につける。

授業における学修の到達目標

基本的なメイク知識と技術があり人に最低限メイクができる。メイク基礎を知る。

メイクはカウンセリングが大事なため、それを最低限できるように。

１年次

科目名 メイクアップ 実技

担当教員 開講年次・期 単位数 授業時間数 必修/選択



1 16 31 46

2 17 32 47

3 18 33 48

4 19 34 49

5 20 35 50

6 21 36 51

7 22 37 52

8 23 38 53

9 24 39 54

10 25 40 55

11 26 41 56

12 27 42 57

13 28 43 58

14 29 44 59

15 30 45 60

参考書・その他

授業外の学修の内容

準備学修（教科書、配布資料にて予習）１０時間

事後学修（授業内容の復習、作品制作）２０時間

テキスト

HAIR  DRAWING

省略的な描き方 前期テスト 作品制作 作品制作

省略的な描き方 前期テスト 作品制作 作品制作

省略的な描き方 写実的な描き方 作品制作 作品制作

省略的な描き方 写実的な描き方 作品制作 作品制作

省略的な描き方 写実的な描き方 作品制作 作品制作

省略的な描き方 写実的な描き方 作品制作 作品制作

省略的な描き方 写実的な描き方 写実的な描き方 作品制作

省略的な描き方 写実的な描き方 作品制作 作品制作

省略的な描き方 写実的な描き方 写実的な描き方 作品制作

省略的な描き方 写実的な描き方 写実的な描き方 作品制作

省略的な描き方 写実的な描き方 写実的な描き方 作品制作

省略的な描き方 写実的な描き方 写実的な描き方 作品制作

省略的な描き方 写実的な描き方 写実的な描き方 作品制作

省略的な描き方 写実的な描き方 写実的な描き方 作品制作

成績評価方法・基準

授業態度、出席状況、提出物の内容、筆記試験及び実技試験の結果をもとに、総合的に評価する。

授業計画

省略的な描き方 写実的な描き方 写実的な描き方 作品制作

長谷川尚子

デザイナー

１年次前期・後期
2

１年次６０時間
選択

授業の目的・概要

美容師を志すものとしてヘアデザインの全体像を想像し、デッサンを起こし、完成度を高めていく。また、ベースとなる基本的な、顔のプロ

ポーション、バランスを理解する。

授業における学修の到達目標

人物の形や髪の流れをよく見てとらえ、正しく描く力を身につける。

あわせて美容に必要な表現力やデザインの基礎を養う。

１年次

科目名 美容デッサン 実技

担当教員 開講年次・期 単位数 授業時間数 必修/選択



1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

参考書・その他

ヘア雑誌、メイク雑誌、ファッション雑誌

授業外の学修の内容

準備学修（配布資料にて予習）１５時間

事後学修（授業内容の復習、レポート作成、課題の反復練習）３０時間

テキスト

オープンキャンパスにて実践的に接客 新技術の習得

オープンキャンパスにて実践的に接客 新技術の習得

オープンキャンパスにて実践的に接客 新技術の習得

オープンキャンパスにて実践的に接客 新技術の習得

オープンキャンパスにて実践的に接客 新技術の習得

オープンキャンパスにて実践的に接客 新技術の習得

オープンキャンパスにて実践的に接客 オープンキャンパスにて実践的に接客

オープンキャンパスにて実践的に接客 オープンキャンパスにて実践的に接客

オープンキャンパスにて実践的に接客 オープンキャンパスにて実践的に接客

オープンキャンパスにて実践的に接客 オープンキャンパスにて実践的に接客

オープンキャンパスにて実践的に接客 オープンキャンパスにて実践的に接客

オープンキャンパスにて実践的に接客 オープンキャンパスにて実践的に接客

オープンキャンパスにて実践的に接客 オープンキャンパスにて実践的に接客

オープンキャンパスにて実践的に接客 オープンキャンパスにて実践的に接客

成績評価方法・基準

提出物、授業への取り組み姿勢も含め評価する。

授業計画

オープンキャンパスにて実践的に接客 オープンキャンパスにて実践的に接客

木村由佳　美容師

堂谷陽子　美容師

土肥久美　美容師

１年次前期・後期

２年次前期・後期
3

１年次３０時間

２年次６０時間
選択

授業の目的・概要

必修科目において習得した基礎的な専門知識を基に、さらに実用的な知識と技術を身につけさせる。また、美容師免許の取得に向けて学生の

理解の向上を目指す。

授業における学修の到達目標

実践的に活動し、主体的に取り組む姿勢を身につける

１年次

科目名 総合美容 講義

担当教員 開講年次・期 単位数 授業時間数 必修/選択



1 16 31 46

2 17 32 47

3 18 33 48

4 19 34 49

5 20 35 50

6 21 36 51

7 22 37 52

8 23 38 53

9 24 39 54

10 25 40 55

11 26 41 56

12 27 42 57

13 28 43 58

14 29 44 59

15 30 45 60

参考書・その他

ヘア雑誌、メイク雑誌、ファッション雑誌

授業外の学修の内容

準備学修（配布資料にて予習）１５時間

事後学修（授業内容の復習、レポート作成、ワークを使い復習する）３０時間

テキスト

ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 問題の傾向と対策

ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 問題の傾向と対策

ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 問題の傾向と対策

ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 問題の傾向と対策

ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 問題の傾向と対策

ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 問題の傾向と対策

ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 問題の傾向と対策

ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 問題の傾向と対策

ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 問題の傾向と対策

ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 問題の傾向と対策

ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 問題の傾向と対策

ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 問題の傾向と対策

ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営

ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営

成績評価方法・基準

提出物、授業への取り組み姿勢も含め評価する。

授業計画

ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営 ヘアショーの企画運営

木村由佳　美容師

堂谷陽子　美容師

土肥久美　美容師

１年次前期・後期

２年次前期・後期
3

１年次３０時間

２年次６０時間
選択

授業の目的・概要

必修科目において習得した基礎的な専門知識を基に、さらに実用的な知識と技術を身につけさせる。また、美容師免許の取得に向けて学生の

理解の向上を目指す。

授業における学修の到達目標

実践的に活動し、主体的に取り組む姿勢を身につける

２年次

科目名 総合美容 講義

担当教員 開講年次・期 単位数 授業時間数 必修/選択



1 16 31 46

2 17 32 47

3 18 33 48

4 19 34 49

5 20 35 50

6 21 36 51

7 22 37 52

8 23 38 53

9 24 39 54

10 25 40 55

11 26 41 56

12 27 42 57

13 28 43 58

14 29 44 59

15 30 45 60

参考書・その他

ヘア雑誌、メイク雑誌、ファッション雑誌

授業外の学修の内容

準備学修（配布資料にて予習）１０時間

事後学修（授業内容の復習、レポート作成、課題の反復練習）２０時間

テキスト

ＢＡＳＩＣ　ＯＦ　ＢＡＳＩＣ（女性モード社）

アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル）

アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル）

アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル）

アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル）

アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル）

アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル）

アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル）

アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル）

アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル）

アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル）

アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル）

アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル）

 ピンやブラシ、他道具の用途と基礎技術 アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル）

 ピンやブラシ、他道具の用途と基礎技術 アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル）

成績評価方法・基準

自由製作に対し、他者評価を点数を付け、評価する。

授業計画

 ピンやブラシ、他道具の用途と基礎技術 アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル） アップスタイル（基本スタイル）

木村由佳　美容師

堂谷陽子　美容師

土肥久美　美容師

１年次前期・後期

２年次前期
3

１年次６０時間

２年次３０時間
選択

授業の目的・概要

ヘアセットの基礎技術・基礎知識を身につける。様々なジャンルにも対応できるよう技術の向上を計る。

授業における学修の到達目標

基本的なヘアセットの技術の習得と作品制作し、他者評価を受ける

１年次

科目名 ヘアセット 実技

担当教員 開講年次・期 単位数 授業時間数 必修/選択



1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

参考書・その他

ヘア雑誌、メイク雑誌、ファッション雑誌

授業外の学修の内容

準備学修（配布資料にて予習）１０時間

事後学修（授業内容の復習、レポート作成、課題の反復練習）２０時間

テキスト

ＢＡＳＩＣ　ＯＦ　ＢＡＳＩＣ（女性モード社）

アップスタイル（アレンジ） 作品制作

アップスタイル（アレンジ） 作品制作

アップスタイル（アレンジ） 作品制作

アップスタイル（アレンジ） 作品制作

アップスタイル（アレンジ） 作品制作

アップスタイル（アレンジ） 作品制作

アップスタイル（アレンジ） 作品制作

アップスタイル（アレンジ） 作品制作

アップスタイル（アレンジ） 作品制作

アップスタイル（アレンジ） 作品制作

アップスタイル（アレンジ） 作品制作

アップスタイル（アレンジ） 作品制作

アップスタイル（アレンジ） 作品制作

アップスタイル（アレンジ） 作品制作

成績評価方法・基準

自由製作に対し、他者評価を点数を付け、評価する。

授業計画

アップスタイル（アレンジ） 作品制作

木村由佳　美容師

堂谷陽子　美容師

土肥久美　美容師

１年次前期・後期

２年次前期
3

１年次６０時間

２年次３０時間
選択

授業の目的・概要

ヘアセットの基礎技術・基礎知識を身につける。様々なジャンルにも対応できるよう技術の向上を計る。

授業における学修の到達目標

基本的なヘアセットの技術の習得と作品制作し、他者評価を受ける

２年次

科目名 ヘアセット 実技

担当教員 開講年次・期 単位数 授業時間数 必修/選択



1 16 31 46

2 17 32 47

3 18 33 48

4 19 34 49

5 20 35 50

6 21 36 51

7 22 37 52

8 23 38 53

9 24 39 54

10 25 40 55

11 26 41 56

12 27 42 57

13 28 43 58

14 29 44 59

15 30 45 60

担当教員 開講年次・期 単位数 授業時間数 必修/選択

１年次①

科目名 サロンワーク実習 実技

木村由佳　美容師

堂谷陽子　美容師

土肥久美　美容師

１年次前期・後期

２年次前期・後期
8

１年次１２０時間

２年次１２０時間
選択

授業の目的・概要

美容師資格を目指す者に対し、サロンワークでの基礎知識、実技を身に付ける

授業における学修の到達目標

サロンで働くことを想定し、入社１年目の仕事内容を理解、把握することとモデルに施術できる状態へ持っていく。

成績評価方法・基準

実技の試験を行い仕上がりを評価

授業計画

バックシャンプー バックシャンプードライ＆ブロー カット（ワンレングス） カット（ワンレングス）

バックシャンプー バックシャンプードライ＆ブロー カット（ワンレングス） カット（ワンレングス）

バックシャンプー バックシャンプードライ＆ブロー カット（ワンレングス） カット（ワンレングス）

バックシャンプー バックシャンプードライ＆ブロー カット（ワンレングス） カット（ワンレングス）

バックシャンプー バックシャンプードライ＆ブロー カット（ワンレングス） カット（ワンレングス）

バックシャンプー バックシャンプードライ＆ブロー カット（ワンレングス） カット（ワンレングス）

バックシャンプー バックシャンプードライ＆ブロー カット（ワンレングス） カット（ワンレングス）

バックシャンプー バックシャンプードライ＆ブロー カット（ワンレングス） カット（ワンレングス）

バックシャンプー バックシャンプードライ＆ブロー カット（ワンレングス） カット（ワンレングス）

バックシャンプードライ＆ブロー カット基本 カット（ワンレングス） カット（ワンレングス）

バックシャンプードライ＆ブロー カット基本 カット（ワンレングス） カット（ワンレングス）

バックシャンプードライ＆ブロー カット基本 カット（ワンレングス） カット（ワンレングス）

バックシャンプードライ＆ブロー カット基本 カット（ワンレングス） カット（ワンレングス）

バックシャンプードライ＆ブロー カット基本 カット（ワンレングス） カット（ワンレングス）

バックシャンプードライ＆ブロー カット基本 カット（ワンレングス） カット（ワンレングス）

参考書・その他

授業外の学修の内容

準備学修（教科書、配布資料にて予習）４０時間

事後学修（授業内容の復習、レポート作成、反復練習）８０時間

テキスト

美容技術理論・美容実習

ＢＡＳＩＣ　ＯＦ　ＢＡＳＩＣ（女性モード社）

技術まるごとレッスン帳総まとめ版



1 16 31 46

2 17 32 47

3 18 33 48

4 19 34 49

5 20 35 50

6 21 36 51

7 22 37 52

8 23 38 53

9 24 39 54

10 25 40 55

11 26 41 56

12 27 42 57

13 28 43 58

14 29 44 59

15 30 45 60

担当教員 開講年次・期 単位数 授業時間数 必修/選択

１年次②

科目名 サロンワーク実習 実技

木村由佳　美容師

堂谷陽子　美容師

土肥久美　美容師

１年次前期・後期

２年次前期・後期
8

１年次１２０時間

２年次１２０時間
選択

授業の目的・概要

美容師資格を目指す者に対し、サロンワークでの基礎知識、実技を身に付ける

授業における学修の到達目標

サロンで働くことを想定し、入社１年目の仕事内容を理解、把握することとモデルに施術できる状態へ持っていく。

成績評価方法・基準

実技の試験を行い仕上がりを評価

授業計画

サイドシャンプー・ブロー サイドシャンプー・ブロー カット（グラデーション） ヘアセット基本

サイドシャンプー・ブロー サイドシャンプー・ブロー カット（グラデーション） ヘアセット基本

サイドシャンプー・ブロー サイドシャンプー・ブロー カット（グラデーション） ヘアセット基本

サイドシャンプー・ブロー サイドシャンプー・ブロー カット（グラデーション） ヘアセット基本

サイドシャンプー・ブロー サイドシャンプー・ブロー カット（グラデーション） ヘアセット基本

サイドシャンプー・ブロー サイドシャンプー・ブロー カット（グラデーション） ヘアセット基本

サイドシャンプー・ブロー サイドシャンプー・ブロー カット（グラデーション） ヘアセット基本

サイドシャンプー・ブロー サイドシャンプー・ブロー カット（グラデーション） ヘアセット基本

サイドシャンプー・ブロー サイドシャンプー・ブロー カット（グラデーション） ヘアセット基本

サイドシャンプー・ブロー カット（グラデーション） カット（グラデーション） ヘアセット基本

サイドシャンプー・ブロー カット（グラデーション） カット（グラデーション） ヘアセット基本

サイドシャンプー・ブロー カット（グラデーション） カット（グラデーション） ヘアセット基本

サイドシャンプー・ブロー カット（グラデーション） カット（グラデーション） ヘアセット基本

サイドシャンプー・ブロー カット（グラデーション） カット（グラデーション） ヘアセット基本

サイドシャンプー・ブロー カット（グラデーション） カット（グラデーション） ヘアセット基本

参考書・その他

授業外の学修の内容

準備学修（教科書、配布資料にて予習）４０時間

事後学修（授業内容の復習、レポート作成、反復練習）８０時間

テキスト

美容技術理論・美容実習

ＢＡＳＩＣ　ＯＦ　ＢＡＳＩＣ（女性モード社）

技術まるごとレッスン帳総まとめ版



1 16 31 46

2 17 32 47

3 18 33 48

4 19 34 49

5 20 35 50

6 21 36 51

7 22 37 52

8 23 38 53

9 24 39 54

10 25 40 55

11 26 41 56

12 27 42 57

13 28 43 58

14 29 44 59

15 30 45 60

担当教員 開講年次・期 単位数 授業時間数 必修/選択

２年次①

科目名 サロンワーク実習 実技

木村由佳　美容師

堂谷陽子　美容師

土肥久美　美容師

１年次前期・後期

２年次前期・後期
8

１年次１２０時間

２年次１２０時間
選択

授業の目的・概要

美容師資格を目指す者に対し、サロンワークでの基礎知識、実技を身に付ける

授業における学修の到達目標

サロンで働くことを想定し、入社１年目の仕事内容を理解、把握することとモデルに施術できる状態へ持っていく。

成績評価方法・基準

実技の試験を行い仕上がりを評価

授業計画

デザインパーマ（基本） ヘアカラー（ブリーチ） ヘアカラー（ヘアカラー） ヘアセット（創作）

デザインパーマ（基本） ヘアカラー（ブリーチ） ヘアカラー（ヘアカラー） ヘアセット（創作）

デザインパーマ（基本） ヘアカラー（ブリーチ） ヘアカラー（ヘアカラー） ヘアセット（創作）

デザインパーマ（基本） ヘアカラー（ブリーチ） ヘアカラー（マニキュア） ヘアセット（創作）

デザインパーマ（基本） ヘアカラー（ブリーチ） ヘアカラー（マニキュア） ヘアセット（創作）

デザインパーマ（基本） ヘアカラー（ブリーチ） ヘアカラー（マニキュア） ヘアセット（創作）

デザインパーマ（基本） ヘアカラー（ブリーチ） ヘアカラー（マニキュア） ヘアセット（創作）

デザインパーマ（基本） ヘアカラー（ブリーチ） ヘアカラー（マニキュア） ヘアセット（創作）

デザインパーマ（基本） ヘアカラー（ブリーチ） ヘアカラー（マニキュア） ヘアセット（創作）

デザインパーマ（ツイスト） ヘアカラー（ヘアカラー） ヘアセット（創作） ヘアセット（創作）

デザインパーマ（ツイスト） ヘアカラー（ヘアカラー） ヘアセット（創作） ヘアセット（創作）

デザインパーマ（ツイスト） ヘアカラー（ヘアカラー） ヘアセット（創作） ヘアセット（創作）

デザインパーマ（スパイラル） ヘアカラー（ヘアカラー） ヘアセット（創作） ヘアセット（創作）

デザインパーマ（スパイラル） ヘアカラー（ヘアカラー） ヘアセット（創作） ヘアセット（創作）

デザインパーマ（スパイラル） ヘアカラー（ヘアカラー） ヘアセット（創作） ヘアセット（創作）

参考書・その他

授業外の学修の内容

準備学修（教科書、配布資料にて予習）４０時間

事後学修（授業内容の復習、レポート作成、反復練習）８０時間

テキスト

美容技術理論・美容実習

ＢＡＳＩＣ　ＯＦ　ＢＡＳＩＣ（女性モード社）

技術まるごとレッスン帳総まとめ版



1 16 31 46

2 17 32 47

3 18 33 48

4 19 34 49

5 20 35 50

6 21 36 51

7 22 37 52

8 23 38 53

9 24 39 54

10 25 40 55

11 26 41 56

12 27 42 57

13 28 43 58

14 29 44 59

15 30 45 60

担当教員 開講年次・期 単位数 授業時間数 必修/選択

２年次②

科目名 サロンワーク実習 実技

木村由佳　美容師

堂谷陽子　美容師

土肥久美　美容師

１年次前期・後期

２年次前期・後期
8

１年次１２０時間

２年次１２０時間
選択

授業の目的・概要

美容師資格を目指す者に対し、サロンワークでの基礎知識、実技を身に付ける

授業における学修の到達目標

サロンで働くことを想定し、入社１年目の仕事内容を理解、把握することとモデルに施術できる状態へ持っていく。

成績評価方法・基準

実技の試験を行い仕上がりを評価

授業計画

作品制作 作品制作 作品制作 作品制作

作品制作 作品制作 作品制作 作品制作

作品制作 作品制作 作品制作 作品制作

作品制作 作品制作 作品制作 作品制作

作品制作 作品制作 作品制作 作品制作

作品制作 作品制作 作品制作 作品制作

作品制作 作品制作 作品制作 作品制作

作品制作 作品制作 作品制作 作品制作

作品制作 作品制作 作品制作 作品制作

作品制作 作品制作 作品制作 作品制作

作品制作 作品制作 作品制作 作品制作

作品制作 作品制作 作品制作 作品制作

作品制作 作品制作 作品制作 作品制作

作品制作 作品制作 作品制作 作品制作

作品制作 作品制作 作品制作 作品制作

参考書・その他

授業外の学修の内容

準備学修（教科書、配布資料にて予習）４０時間

事後学修（授業内容の復習、レポート作成、反復練習）８０時間

テキスト

美容技術理論・美容実習

ＢＡＳＩＣ　ＯＦ　ＢＡＳＩＣ（女性モード社）

技術まるごとレッスン帳総まとめ版



1 16 31 46

2 17 32 47

3 18 33 48

4 19 34 49

5 20 35 50

6 21 36 51

7 22 37 52

8 23 38 53

9 24 39 54

10 25 40 55

11 26 41 56

12 27 42 57

13 28 43 58

14 29 44 59

15 30 45 60

担当教員 開講年次・期 単位数 授業時間数 必修/選択

１年次

科目名 ネイルアート 実技

佐野右子

JNA本部常任講師・ネイルスクール経営

１年次前期・後期

２年次前期・後期
4

１年次６０時間

２年次６０時間
選択

授業の目的・概要

ネイルの基礎知識、理論、実技を身に付ける

授業における学修の到達目標

ネイリスト技能検定試験取得

成績評価方法・基準

出席率、提出物率、理解度、技術力、検定取得率の5項目を各25点で評価し最高得点を100点とする。60点以上を単位認定とする。

授業計画

オリエンテーション 検定3級練習 検定2級に向けて 検定2級練習

オリエンテーション 検定3級練習 検定3級に向けて 検定2級練習

オリエンテーション 検定3級練習 検定4級に向けて 検定2級練習

基礎理論 検定3級練習 検定2級練習 検定2級練習

基礎理論 検定3級練習 検定2級練習 検定2級練習

基礎理論 検定3級練習 検定2級練習 検定2級練習

検定3級練習 検定3級練習 検定2級練習 検定2級練習

検定3級練習 検定3級練習 検定2級練習 検定2級練習

検定3級練習 検定3級練習 検定2級練習 検定2級練習

検定3級練習 検定3級練習 検定2級練習 検定2級練習

検定3級練習 検定3級練習 検定2級練習 検定2級練習

検定3級練習 検定3級練習 検定2級練習 検定2級練習

検定3級練習 検定3級練習 検定2級練習 検定2級練習

検定3級練習 検定3級練習 検定2級練習 検定2級練習

検定3級練習 検定3級練習 検定2級練習 検定2級練習

参考書・その他

授業外の学修の内容

準備学修（教科書、配布資料にて予習）２０時間

事後学修（授業内容の復習、レポート作成、反復練習する）４０時間

テキスト

JNAテクニカルシステム(日本ネイリスト協会)



1 16 31 46

2 17 32 47

3 18 33 48

4 19 34 49

5 20 35 50

6 21 36 51

7 22 37 52

8 23 38 53

9 24 39 54

10 25 40 55

11 26 41 56

12 27 42 57

13 28 43 58

14 29 44 59

15 30 45 60

担当教員 開講年次・期 単位数 授業時間数 必修/選択

２年次

科目名 ネイルアート 実技

佐野右子

JNA本部常任講師・ネイルスクール経営

１年次前期・後期

２年次前期・後期
4

１年次６０時間

２年次６０時間
選択

授業の目的・概要

ネイルの基礎知識、理論、実技を身に付ける

授業における学修の到達目標

ネイリスト技能検定試験取得

成績評価方法・基準

出席率、提出物率、理解度、技術力、検定取得率の5項目を各25点で評価し最高得点を100点とする。60点以上を単位認定とする。

授業計画

エアブラシ技術 1級スカルプ 1級検定練習 1級検定練習

エアブラシ技術 1級スカルプ 1級検定練習 1級検定練習

エアブラシ技術 1級スカルプ 1級検定練習 1級検定練習

サロンワーク 1級スカルプ 1級検定練習 1級検定練習

サロンワーク 1級スカルプ 1級検定練習 1級検定練習

サロンワーク 1級スカルプ 1級検定練習 1級検定練習

1級アクリル練習 1級スカルプ 1級検定練習 1級検定練習

1級アクリル練習 1級スカルプ 1級検定練習 1級検定練習

1級アクリル練習 1級スカルプ 1級検定練習 1級検定練習

1級アクリル練習 1級スカルプ 1級検定練習 1級検定練習

1級アクリル練習 1級スカルプ 1級検定練習 1級検定練習

1級アクリル練習 1級スカルプ 1級検定練習 1級検定練習

1級アクリル練習 1級スカルプ 1級検定練習 1級検定練習

1級アクリル練習 1級スカルプ 1級検定練習 1級検定練習

1級アクリル練習 1級スカルプ 1級検定練習 1級検定練習

参考書・その他

授業外の学修の内容

準備学修（教科書、配布資料にて予習）２０時間

事後学修（授業内容の復習、レポート作成、反復練習する）４０時間

テキスト

JNAテクニカルシステム(日本ネイリスト協会)



1 16 31 46

2 17 32 47

3 18 33 48

4 19 34 49

5 20 35 50

6 21 36 51

7 22 37 52

8 23 38 53

9 24 39 54

10 25 40 55

11 26 41 56

12 27 42 57

13 28 43 58

14 29 44 59

15 30 45 60

担当教員 開講年次・期 単位数 授業時間数 必修/選択

１年次・２年次

科目名 まつ毛エクステンション・エステ 実技

松ほのか　アイデザイナー

奥村正美　エステティシャン・美容師

１年次後期

２年次後期
2

１年次３０時間

２年次３０時間
選択

授業の目的・概要

トータルビューティーサロンが増加する中 美容の技術を幅広く習得し多岐にわたって技術を提供できるよう基礎知識・基礎技術や手技、 機器

化粧品の組み合わせを習得させる。

授業における学修の到達目標

成績評価方法・基準

授業計画

導入 衛生管理・保健
エステティック備品類、フェイシャル及び

デコルテマッサージ
スチームタオル

まつ毛エクステンションとは

まつ毛エクステンションの用具
衛生管理・保健

エステティック備品類、フェイシャル及び

デコルテマッサージ
スチームタオル

まつ毛エクステンションとは

まつ毛エクステンションの用具

実習（まつげエクステンションの装着、

マネキン）

エステティック備品類、フェイシャル及び

デコルテマッサージ
スチームタオル

衛生管理・保健 衛生管理・保健 クレンジング～ふき取り 背中のマッサージ

衛生管理・保健 衛生管理・保健 クレンジング～ふき取り 背中のマッサージ

実習（まつげエクステンションの装着、

マネキン）

実習（まつげエクステンションの装着、

マネキン）
クレンジング～ふき取り 背中のマッサージ

衛生管理・保健 衛生管理・保健 マッサージオイル使用のデコルテ手順 フェイシャルパックとマスク

衛生管理・保健 衛生管理・保健 マッサージオイル使用のデコルテ手順 フェイシャルパックとマスク

実習（まつげエクステンションの装着、

マネキン）

実習（まつげエクステンションの装着、

マネキン）
マッサージオイル使用のデコルテ手順 フェイシャルパックとマスク

衛生管理・保健 衛生管理・保健 顔全体～口輪部の軽擦法 カウンセリング

衛生管理・保健 衛生管理・保健 顔全体～口輪部の軽擦法 カウンセリング

顎～顔全体の軽擦法 応用テスト

実習（まつげエクステンションの装着、

マネキン）

実習（まつげエクステンションの装着、

マネキン）
顔全体～口輪部の軽擦法 カウンセリング

衛生管理・保健 実技テスト練習 顎～顔全体の軽擦法 応用テスト

参考書・その他

フ
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シ
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ル

及

び

デ

コ

ル

テ

マ

ッ

サ

ー

ジ

フ

ェ
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ャ

ル

及

び

デ

コ

ル

テ

マ

ッ

サ

ー

ジ

授業外の学修の内容

準備学修（教科書、配布資料にて予習）１０時間

事後学修（授業内容の復習、レポート作成、ワークを使い復習する）２０時間

テキスト

美容技術理論2、美容実習2、まつ毛エクステンション（日本理容美容教育センター）

衛生管理・保健 実技テスト 顎～顔全体の軽擦法 応用テスト

実習（まつげエクステンションの装着、

マネキン）
筆記テスト



1 16 31 46

2 17 32 47

3 18 33 48

4 19 34 49

5 20 35 50

6 21 36 51

7 22 37 52

8 23 38 53

9 24 39 54

10 25 40 55

11 26 41 56

12 27 42 57

13 28 43 58

14 29 44 59

15 30 45 60

担当教員 開講年次・期 単位数 授業時間数 必修/選択

１年次・２年次

科目名 着付け 実技

中尾房美　美容師

堂谷陽子　美容師

１年次後期

２年次前期
2

１年次３０時間

２年次３０時間
選択

授業の目的・概要

古来よりわが国独特の着物、歴史、着付け技術を学ぶ。

技術だけでなく、目的や着こなし、バランス、季節の色彩の調和など総合的な美しさも学ぶ。

授業における学修の到達目標

成績評価方法・基準

授業計画

浴衣について 小紋の着付け、帯結び 振袖着付け 留袖着付け

浴衣について 小紋の着付け、帯結び 振袖着付け 留袖着付け

浴衣について 小紋の着付け、帯結び 振袖着付け 留袖着付け

浴衣について 小紋の着付け、帯結び 留袖着付け 留袖着付け

浴衣について 小紋の着付け、帯結び 留袖着付け 留袖着付け

浴衣について 小紋の着付け、帯結び 留袖着付け 留袖着付け

小紋の着付け、帯結び 小紋の着付け、帯結び 留袖着付け 留袖着付け

小紋の着付け、帯結び 小紋の着付け、帯結び 留袖着付け 留袖着付け

小紋の着付け、帯結び 小紋の着付け、帯結び 留袖着付け 留袖着付け

小紋の着付け、帯結び 小紋の着付け、帯結び 留袖着付け 留袖着付け

小紋の着付け、帯結び 小紋の着付け、帯結び 留袖着付け 留袖着付け

小紋の着付け、帯結び 小紋の着付け、帯結び 留袖着付け 留袖着付け

小紋の着付け、帯結び 査定 留袖着付け 査定

小紋の着付け、帯結び 査定 留袖着付け 査定

小紋の着付け、帯結び 査定 留袖着付け 査定

参考書・その他

授業外の学修の内容

準備学修（教科書、配布資料にて予習）１０時間

事後学修（授業内容の復習、レポート作成、反復練習）２０時間

テキスト



271～
メイク

アップ

メイク

アップ

133～
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270

ワ

イ

ン

デ

ィ

ン

グ

286～
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グ

ネイル技

術

241～

255

1～120

ワ

イ

ン

デ

ィ

ン

グ

121～

132

カラーリ

ング

ブロッキング、塗布練習

基本テクニック

国家試験課題構成ワインディング

国家試験課題構成ワインディング

担当教員 開講年次・期 単位数 授業時間数 必修/選択

１年次・２年次

科目名 美容実習 実技

木村由佳　美容師

堂谷陽子　美容師

土肥久美　美容師

１年次前期・後期

２年次前期・後期
30

１年次３９０時間

２年次５１０時間
必修

授業の目的・概要

美容師資格を目指す者に対し、基礎知識、実技を身に付ける。

授業における学修の到達目標

美容師資格を目指す者に対し、基礎知識、実技を身に付けるとともに国家試験合格基準を超えていること

成績評価方法・基準

国家試験採点を元に実技の試験を行い仕上がりを評価

授業計画

ブロッキング ヘアウエービング 基本技術 国家試験対策
カッティ

ング

391～

420

671～

900

巻き方練習 ヘアカーリング ワンレングス 国家試験対策

国家試験課題構成ワインディング
国家試験課題構成オールウエーブ

セッティング
ワインディング（オールパーパス） 国家試験対策

ワイン

ディング

421～

480
国家試験課題構成ワインディング

国家試験課題構成オールウエーブ

セッティング

ワインディング（オールパーパス）

20分
国家試験対策

国家試験課題構成ワインディング
国家試験課題構成オールウエーブ

セッティング
グラデーションカット 国家試験対策

カッティ

ング

481～

510国家試験課題構成ワインディング

（38分）
ネイルケア、カラーリング グラデーションカット20分 国家試験対策

ネイルケア、カラーリング ワインディング（オールパーパス） 国家試験対策
ワイン

ディング

511～

570
ブロッキング、塗布練習 着物基本技術

ワインディング（オールパーパス）

20分
国家試験対策

着物基本技術 国家試験課題レイヤードカット 国家試験対策
カッティ

ング

571～

610
基本テクニック まつ毛エクステンション基本技術 国家試験課題レイヤードカット30分 国家試験対策

国家試験課題構成ワインディング バックシャンプー 国家試験対策

611～

640

シャン

プーイン

グ

国家試験課題構成ワインディング 国家試験課題構成ワインディング バックシャンプー 国家試験対策

国家試験課題構成ワインディング
国家試験課題構成ワインディング

（30分）
サイドシャンプー 国家試験対策

参考書・その他

授業外の学修の内容

準備学修（教科書、配布資料にて予習）１５０時間

事後学修（授業内容の復習、課題、反復練習）３００時間

テキスト

美容技術理論1、2（社団法人　日本理容美容教育センター）

美容実習１，２（社団法人　日本理容美容教育センター）

国家試験課題構成ワインディング フェイシャルケア、ボディケア技術 国家試験対策

国家試験課題構成ワインディング

（35分）

国家試験課題構成ワインディング

（25分）
フェイシャルケア、ボディケア技術 国家試験対策

641～

670

エステ

ティック


